
静岡新聞で学ぼう
２０２２年１１月６日朝刊

記事を読んで、問いに答えなさい。

①晩茶研究会の活動とは、どのような活動か。次の語句を必ず使って、説明しなさい。
＜耕作放棄地、産地＞

②袋井市の茶農家や焼津市の茶商らが、元大学教授とともに挑戦してつくった晩茶の商品
名とは何か。記事中から、漢字で抜き出して答えなさい。

（ ）

③徳島県と高知県にある発酵茶の例には、どのようなものがあるか。それぞれ記事中から
抜き出して答えなさい。

（ ）

④あなたが考えるお茶の魅力をさらに高めていく具体策を、記事を参考にしながら説明しな
さい。

年 組 名前
（中学校～高校／社会、総合）

作問者：ＮＩＥアドバイザー 伊藤 大介（静岡聖光学院中学校・高校 教諭）
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（ 菩提酸茶 ）
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解答例

（例）耕作放棄地を活用して発酵茶としての晩茶を生産し、産
地の垣根を越えて研究しながら消費開拓を目指していくこと。

（例）２０２２年１０月に静岡市で開かれた世界お茶祭りなどの
イベントを活用して、多様なお茶の魅力を食事のメニューとの
組み合わせで伝えたり、静岡県内にある美しい風景を観賞し
ながら楽しくお茶を飲めるスペースを考案していくこと。


